
多くの産業分野で製品・サービスの 

コモディティ化が現実のものとなってきている今日 

差別化を指向した戦略の実践は困難を極めているとも言えよう 

こうした状況は 

モジュール化、標準化や技術の成熟化によって 

もたらされるものであるが 

特に新興企業が勃興し強大な勢力となりつつある 

中国やインドの市場において顕著なものとなっている 

日本企業も熾烈なコモディティ化の競争に巻き込まれ 

新興国市場でのプレゼンスを失いつつあるようにも見える 

このことは単に新興国市場でのシェアを 

失うことのみを意味するものではなく 

グローバルな市場での競争優位性を 

喪失することにもつながる危険な兆候と言えよう 

製品・サービスのコモディティ化が進む背景には 

製品やサービスの名称、形状、製法、提供方法など 

さまざまな知的価値が合法的・非合法的に 

競合他社によって再現されてしまうことが一因になっている 

そのような再現を抑止し 

自社の強みを守ると同時に強みを強化するための方策として 

知財戦略は位置付けられる 

如何なる領域において知的財産を蓄積し守るか 

それらの知的財産を如何に事業の展開と結びつけるか 

こうした戦略的な視点が 

「日中ビジネス」には強く求められている 

そこで本年度第 2 回目の 

「AIBS 日中エグゼクティブセミナー」では 

わが国企業および中国市場で知的財産問題に 

取り組まれてきた実務家の方々と 

実務経験もお持ちのアカデミックな立場の研究者 

お三方をお招きし 

日中ビジネスにおける知的財産の戦略的なインパクトを 

それぞれの経験・研究から概観していただきます 

席数に限りはございますが、学会員ならびに関係各位の 

積極的なご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

アジア・国際経営戦略学会 

会 長 池島政広

前亜細亜大学学長

亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科委員長

【学会費ご案内】 
個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様）

団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 

学生会員 3 千円（お一人様）

アジア・国際経営戦略学会 
「 A I B S 日 中 エ グ ゼ ク テ ィ ブ セ ミ ナ ー 」 

日 中 ビ ジ ネ ス と 知 的 財 産 権 

協力： 株式会社学生情報センター 

 財団法人知的資産活用センター 

 財団法人社会経済生産性本部 

開 催 日： 2008 年 9 月 12 日（金） 
時 間： 16：00～20：30 
会 場： ナジックプラザ東京 
東京都渋谷区神宮前 5-52-2 青山オーバルビル 15F 

東京メトロ 表参道駅 B2 出口 徒歩 5 分 

参 加 費： 学会員無料 
懇 親 会 費： 個人会員 2 千円 
 学生会員 1 千円 

【プログラム】 
16：00～16：40 講演 
「 わ が 国 企 業 の コ ン プ ラ イ ア ン ス の 現 状 と

中 国 ビ ジ ネ ス 」

【講演者】小川 宏幸氏 

亜細亜大学法学部 准教授 

（東京大学法学部卒（法学士）、一橋大学大学院法学研究科修了（法学博

士）、亜細亜大学法学部准教授、一橋大学大学院国際企業戦略研究科非常

勤講師、アメリカ合衆国ニューヨーク州弁護士） 

16：45～17：25 講演 
「 サ ン ト リ ー の 中 国 に お け る 知 的 財 産 活 動 」

【講演者】竹本 一志氏 

サントリー株式会社 知的財産部長 

（サントリー株式会社入社、特許情報部配属。以来、一貫して特許情報部、知

的財産部において知的財産業務に携わる。2008 年 4 月より現職。その間、経

済産業省 産業構造審議会 知的財産政策部会 不正競争防止小委員会委

員、技術情報の保護等の在り方に関する小委員会委員、輸出入取引審議会委

員、日本知的財産協会 フェアトレード委員会委員長、常務理事 日中企業連

携ＰＪリーダーなどを務める。） 

17：30～18：10 講演 
「 中 国 に お け る 模 倣 品 侵 害 と そ の 対 策 」

【講演者】黒田 健二氏 

黒田法律事務所・黒田特許事務所 代表弁護士・弁理士 

（司法試験全国最年少（20 歳、1983 年度）合格。弁護士実務後、中国（北京語

言学院、上海復旦大学）、デンマーク及び米国（デューク大学法学部大学院）

で学ぶ。米国ニューヨーク州弁護士登録後、黒田法律事務所・黒田特許事務

所を設立（現在弁護士・弁理士 25 名（内、中国弁護士 9 名））。北京、上海、広

州に日本人・中国人弁護士を常駐させ日本企業の中国ビジネスをサポート） 

18：30～20：30 懇親会（事前登録必要） 

【参加申し込み方法】学会事務局宛電子メールにて、懇親会参加有無をお知

らせください。メールには、ご氏名、ご所属を明記ください。 

宛先電子メールアドレス：aibs＠hotmail.co.jp 



アジア・国際経営戦略学会入会のご案内 

【学会の目的】 

アジア・国際経営戦略学会は、アジア諸国での企業の国際的な戦略行動に関心を有する、わが国およ

びアジア各国の研究者、実務家、学生、企業などの団体に対して、アジア・国際経営戦略の諸問題につ

いて総合的な研究を促進・啓蒙・普及・教育する事業を行い、アジア・国際ビジネスの発展と公益の増

進に寄与することを目的とします。 

【事業】 

アジア・国際経営戦略学会は、学会の目的を達成するため、次の事業を行います。 
 研究発表会の開催および研究助成等による、アジア・国際経営戦略に関わる学術調査・研究事業 
 講演会・セミナーの開催等によるアジア・国際経営戦略に関わる啓蒙・普及・教育事業 
 研究成果を公表するための雑誌発行とそれに関わる編集事業 
 その他、この団体の目的達成に必要な事業 

【会員種別】 

（1） 個人正会員 本学会の目的に賛同して入会した個人 
（2） 団体正会員 本学会の目的に賛同して入会した団体 
（3） 個人準会員 本学会の目的に賛同し賛助するため入会した個人 
（4） 団体準会員 本学会の目的に賛同し賛助するため入会した団体 
（5） 学 生 会 員 アジア・国際経営戦略を学ぶ高等教育機関在籍学生個人 
（6） 名 誉 会 員 本学会の目的に賛同し，本学会が推薦する個人 

【入会資格】 

会員の入会については、特に条件を定めていません。アジア諸国での企業の国際的な戦略行動に関心

を有する、わが国およびアジア各国の研究者、実務家、学生、企業などの団体であれば、どなたでも参

加できます。 

【入会手続き】 

電子メールにて学会事務局宛（aibs@hotmail.co.jp）に、学会入会申し込みであることを明記し、ご

氏名、ご所属、郵便番号、住所をご連絡ください。ご連絡後、郵便振替口座番号（00120-5-373167、

アジア・国際経営戦略学会）まで所定の会費をお振込みください。手続き完了後、学会定款などをメー

ルにて送信いたします。 

【会費】 

個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様） 
団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 
学生会員 3 千円（お一人様） 

【研究部会】 
ア ジ ア ビ ジ ネ ス 研 究 部 会： アジア・中国での日本企業の戦略行動を深く研究し、直面する課題への対応や新たなビジネスモデル

の探索を目的とする 
アジア生産性人材開発研究部会：アジア・中国地域における環境・資源エネルギー・食糧問題などのマクロな動向を展望し、同地域で

事業展開する企業における、生産性の向上とそれを支える人材の育成に関する実践方策の探索を目的

とする 
A B C / A B M 研 究 部 会： 企業の長期に渡る維持と発展の基盤となる財務構造を分析し、そのための経営政策を検討する戦略会

計領域での重要な分析手法となる ABC/ABM（活動基準原価計算/活動基準管理）を用い、アジア・中

国地域に展開する日系企業の財務構造を分析する。 
コンテンツビジネス研究部会： 成長が期待されるコンテンツビジネスの戦略を分析する。この分野の発展には、アジアとの共生、と

りわけ日中で連携して中国・世界市場を睨んだコンテンツの開発が必要となる。このビジネスの展開

を知的財産、ファイナンス、マーケティング等の側面から検討する。 


